
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

瀬戸学区まちづくり推進委員会 委員長 水野 敏彦 

  (問合せ先) ０８４－９５１－１００３（瀬戸交流館） 

事業内容 

（１）瀬戸小学校児童育成事業 （１２月１６日） 

（２）生涯学習活動事業  ①交流館サークル育成 （１１月～３月） 

             ②料理教室 （８月～３月） 

（３）安心安全活動事業  ①自主防災 （７月９日） 

             ②避難行動要支援者の避難支援 （通年） 

（４）地域文化継承事業  ①史跡めぐり （５月３０日・１１月２６日） 

             ②とんど   （１月１３日） 

（５）地域活性化事業   ①町民納涼夏まつり盆踊り大会 （８月５日） 

             ②町民大運動会 （１０月１８日） 

             ③第１６回ふれあいフェスティバル瀬戸 （１１月１９日） 

（６）環境美化活動事業  ①町内美化清掃 （６月１８日・１２月３日） 

             ②花壇づくり  （通年） 

（７）コミュニティ育成事業  （通年） 

（８）健康づくり事業   ①第２３回ふれあいグラウンドゴルフ大会 （１１月１１日） 

             ②体力づくり運動 （１月１日：中止） 

             ③健康大会  （３月２日） 

（９）情報紙発行事業  （通年） 

（10）人・まち・ふくしマルシェ２０２３ （１０月２９日） 

（11）まちづくり推進委員会運営  （通年） 

成 果 

・今年度は、類似事業を統合し、大きく事業の柱を作ってみたが、体力づくり以外は実施できた。 

・いずれの事業も実施に向けて事務局会議を持ち、関係団体としっかりと打ち合わせを行い、スムーズな進行

ができた。 

・推進委員を中心に各種団体役員、地域住民との交流も図ることができ、地域の課題解決や活性化を図るため

の意識を高めることができた。 

課 題 

・各種団体役員や地域住民に対して、まちづくり推進事業についてより多くの参加が得られるよう周知に努め

る必要がある。 

・参加者についても固定化しているため、幅広い年齢層の地域住民に参加をうながす。 

課題解決にむけて 

・推進委員を中心に、各種団体役員をはじめ地域住民に対して、まちづくり推進事業の周知のため、会議での

丁寧な説明や積極的な広報活動に努める。 

・事業については、しっかりと内容を検討しながら、次年度へつなげていく。 

 

【とんど】 

【グラウンドゴルフ団体交流大会】 



 

 

 

 １１月１９日（日）、『第１６回ふれあいフェスティバル瀬戸』が開催されました。今回は、各自治会や

各種団体、小・中学校、町内の事業者有志など多くの方々に支えられての開催となりました。 

 今回は、敬老会対象の方々にも感謝し、多くの瀬戸町民に参加していただけるようにとの思いで、初め

ての試みとして、キッチンカーとフリーマーケット形式のテントバザールを開きました。当日は天候に

恵まれ、１５００人を超える参加があり、４年振りに大歓声の中、地域の大きな輪を感じるフェスティバ

ルになりました。 

 ステージでは、済美中学校吹奏楽部やサークル発表のほか

に、和太鼓演奏や神楽の上演もあり、見応えがありました。 

グラウンドには９台のキッチンカーが並び、カレー・ホッ

トドック・おにぎり・お弁当・フライドチキン・ピザ・クレ

ープなど、来場者のお腹を十分に満たしていただきました。

テントバザールにおいては、交流館だよりの募集で申し込み

をされた地域の方が店主となり、所狭しと商品が並び、呼び

込みにも熱が入り、駄菓子は子どもたちに大人気でした。ワ

ークショップも家族で楽しそうに作品を作られていました。 

 また、「創作とゲームコーナー」は、魚つり、お面やおもち

ゃ作り、スーパーボールすくいなど、子どもたちで大賑わい

でした。「交通安全コーナー」には、交通安全体験車「セイフ

ティプラザヒコア」が広島からやってきて、安全の再確認の

体験ができました。「防災コーナー」では、防災訓練や豪雨災

害の写真の展示、高浦排水機場建設の紹介もあり、災害への

対策を含めて改めて日ごろからの備えの大切さを再認識して

もらいました。 

 体育館においては、小学校１年生から６年生までテーマご

との作品が壁面いっぱいに飾られ、保育所・子ども園の作品も可愛い…との声が上がっていました。ま

た、その一角で「健康づくりコーナー」としてフレイル予防の体操や体力テストも実施し、改めて健康を

考える機会になったことでしょう。 

 このフェスティバルを通して、町民同士がふれあい、

共感しあい、自身の心をより豊かに満たしていく…そう

いった想いにつながればと思います。コロナ禍にあって、

何年もできないことが多くありましたが、そのような中

においても、地域の底力を発揮でき、また一層つながり

を深めることができたのではないかと感じています。 

 

新しい時代の新しいふれあいに挑戦！ 

【和太鼓 LIVE！『Nipponの鼓動表現』】 

【キッチンカーが勢ぞろい】 

【防災コーナー：高浦排水機場建設紹介ほか】 


